
 

2011 年 3 月 15 日 
 
投投資資信信託託受受益益者者のの皆皆ささままへへ  
 

明治安田アセットマネジメント株式会社 
 
 

基準価額の変動についてのお知らせ 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

東北地方太平洋沖地震および長野県北部を震源とする地震により被災されたみなさまに心からお見舞

い申しあげます。 

 

一日も早い復旧を心よりお祈り申しあげます。 

 

さて、3 月 15 日の国内株式相場の変動に伴い当社の下記のファンドにおいて基準価額が大きく変動しま

したのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

3 月 15 日の基準価額および騰落率 

ファンド名 基準価額(円) 前日比(円) 騰落率(％) 

インデックスポートフォリオ 3,120 ▲360 ▲10.34％

フィナンシャルミックスポートフォリオ 3,106 ▲320 ▲9.34％

明治安田日本株式リサーチオープン（愛称：和太鼓） 4,270 ▲443 ▲9.40％

明治安田日本株式アルファオープン（３ヵ月決算型） 

（愛称：夢実現ストック（３ヵ月決算型）） 
4,122 ▲420 ▲9.25％

明治安田ＴＯＰＩＸオープン 9,230 ▲966 ▲9.47％

明治安田日本株式ファンド（愛称：ターミガン） 4,173 ▲378 ▲8.31％

明治安田日本株バリューアップ・セレクト１００（愛称：雷） 8,138 ▲1,016 ▲11.10％

よくわかる投資入門ファンド（日本）（愛称：初くん） 4,650 ▲515 ▲9.97％

小型株ファンド（愛称：グローイング・アップ） 8,558 ▲1,274 ▲12.96％

明治安田ジャパン・セレクト（愛称：萌芽） 8,236 ▲714 ▲7.98％

新成長株ファンド（愛称：グローイング・カバーズ） 5,423 ▲529 ▲8.89％
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ファンド名 基準価額(円) 前日比(円) 騰落率(％) 

明治安田ジャパン・セレクト（３カ月決算型） 

（愛称：厳選大型） 
4,447 ▲385 ▲7.97％

明治安田増配期待日本株ファンド（３カ月決算型） 4,108 ▲409 ▲9.05％

Ｍ＆Ａバリューファンド 4,642 ▲553 ▲10.64％

明治安田オリエンタル・セレクト５０（愛称：鳳凰） 7,537 ▲496 ▲6.17％

フコク日本株式ファンド 7,096 ▲710 ▲9.10％

明治安田ＤＣ日本株式リサーチオープン 

（愛称：ＤＣ和太鼓） 
6,680 ▲698 ▲9.46％

明治安田ＤＣ日本株式アルファオープン 7,457 ▲766 ▲9.32％

明治安田ＤＣ日本株式アクティブ・ポートフォリオ 

（愛称：ＤＣ開花宣言） 
4,543 ▲401 ▲8.11％

明治安田ＤＣ・ＴＯＰＩＸオープン 7,375 ▲772 ▲9.48％

明治安田ＤＣトピックスプラス 4,847 ▲514 ▲9.59％

 

【国内株式相場の動き】 

3月15日の国内株式は大きく下落しました。 

 

（国内株式相場） 

主要株価指数 終値（3 月 15 日） 前日比 騰落率(％) 

日経平均株価（円） 8,605.15 ▲1,015.34 ▲10.55 

TOPIX（東証株価指数） 766.73 ▲80.23 ▲9.47 

ジャスダックインデックス指数 45.46 ▲4.22 ▲8.49 

東証マザーズ指数 363.73 ▲46.16 ▲11.26 

 

この急落は東北地方太平洋沖地震による社会資本への打撃や原子力発電所事故による電力供給不足

の長期化懸念などを受けて、国内景気や企業業績への不透明感が高まったこと、さらに原子力発電所事

故が深刻化したことなどにより投資家のリスク回避の動きが加速したことによります。当面、景気の先行きな

ど不透明感の高い状況が続くと思われますが、引き続き市場動向等を注視してまいります。 

 

以 上 
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【ご留意事項】  

当資料は、投資家の皆さまがファンドの理解に資するための情報提供を目的とするものであり、投資勧誘を目的とす

るものではありません。  

●お申込みに際しての留意事項  

・ ファンドの取得のお申込みを行う場合には投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめ、または同時に販売会社

よりお渡しいたしますので、必ず投資信託説明書（交付目論見書）で内容をご確認の上、ご自身でご判断ください。  

・ 投資信託への投資にあたっては、投資家の皆さまに、お申込手数料のほか、信託財産を通じて間接的に信託報

酬、監査報酬および管理費用等のコストをご負担いただきます。  

・ 投資信託のお取引に関しては、金融商品取引法第３７条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありませ

ん。  

・ 投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険・保険契約者保護機構の保護の対象ではなく、また、登録金

融機関から購入された投資信託は投資者保護基金の補償対象ではありません。  

●投資信託に係る主なリスク  

・ 投資信託は値動きのある証券等に投資します（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変

動します。したがって、金融機関の預金等とは異なり投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落に

より、損失を被り、元本を割り込むおそれがあります。  

・ 投資信託はリスクを含む商品であり、運用による損益はすべて投資家のみなさまに帰属します。  

・ 投資信託の主なリスクには、価格変動リスク、金利変動リスク、信用リスク、流動性リスク、為替変動リスク、カントリー

リスク等があります。投資信託は、個別のファンドにより投資対象資産の種類や投資制限、投資対象国等が異なりま

すので、各ファンドのリスクの内容や性質はそれぞれ異なります。詳細については投資信託説明書（交付目論見

書）をご覧ください。なお、前述のリスクについては、一般的な投資信託を想定しています。  

●投資信託に係る費用  

お客さまには、以下の費用の合計をご負担いただきます。合計額については保有期間等により異なりますので、表示

することができません。  

①お申込手数料  

お申込受付日またはお申込受付日の翌営業日の基準価額に対し3.15％（税込）を上限として、各販売会社が定め

る料率を乗じて得た金額とします。  

②信託財産留保額  

換金申込受付日または換金申込受付日の翌営業日の基準価額に対し0.5％の率を乗じて得た額を上限とします。  

③保有期間中にファンドが負担する費用（間接的にご負担いただく費用）  

・信託報酬 信託財産の純資産総額に対し実質的に年1.992％程度（税込）の率を乗じて得た額を上限とします。  

・その他費用 信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、信託財産にかかる監査報酬、外国に

おける資産の保管等に要する費用、受託会社の立替えた立替金の利息ならびに資金の借入れを行った際の

当該借入金の利息、ファンドの組入有価証券の売買時の売買委託手数料および先物・オプション取引等に

要する費用等はファンドより実費として間接的にご負担いただきます。（運用状況等により変動するもの

ですので、事前に料率、上限額等を表示することができません。）  

※上記に記載している費用等は、一般的な投資信託を想定しています。費用の料率については、明治安田アセッ

トマネジメントが運用するすべての投資信託のうち、徴収する夫々の費用における最高の料率を記載しています。

各ファンドの手数料等の詳細は、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。 
 

明治安田アセットマネジメント株式会社  

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号  

加入協会：（社)投資信託協会/（社)日本証券投資顧問業協会 

 

3/3 
 


